
１．はじめに
鮮新－更新統の古琵琶湖層群からは，これまでゾウ

類，シカ類，ワニ類，トリ類などの足印化石が数多

く発見されてきた（岡村，１９９３，２０００，岡村ほか，

１９９３，１９９５，１９９７，岡村・高橋，２００６；野洲川足跡化

石調査団，１９９５）．また，最近になって古琵琶湖層群

下部の伊賀層ならびに最上部の堅田層から三趾型の足

印化石が著者らによって発見され，現生種の足印や足

底部との比較からサイ類のものと同定された（岡村ほ

か，２０１１）．

著者らは，その後も継続して古琵琶湖層群の足印化

石の調査を行っている．そうした中，上野層，伊賀

層，甲賀層及び蒲生層の６地点から新たな三趾型の足

印化石を確認した．これらの形態を検討した結果，後

述するようにサイ類の足印化石と同定できたことか

ら，前報告（岡村ほか，２０１１）の追加資料としてここ

に報告する．

なお，従来の足跡化石に関する邦文報告書では英語

の「footprint」に相当する用語として「足跡」，「足

印」，「足痕」などの様々な用語が使用されてきたが，

本報告では石垣（１９８８）によってまとめられた「足跡
そくいん

学の用語」に基づき，「足印」という用語を使用して

記載を行う．

２．産地と層準
いち べ き づ かわ

産地１：三重県伊賀市市部の木津川河床（北緯３４°４３′

３１″，東経１３６°０８′５４″，図１の１）．

本産地は，近鉄伊賀線市部駅の南方１４０m の木津川

右岸に露出する狭い河床で，地層は緩く北西に傾斜し

ている（図５）．
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Newly discovered rhinocerotid fossil footprints from the Plio-Pleistocene Kobiwako Group
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Abstract
Fourteen mammalian tridactyl fossil footprints that were recovered from six localities of the

Ueno , Iga , Koka and Gamo Formations of the Plio -Pleistocene Kobiwako Group are reported .

Comparisons of the fossil footprints with the sole shapes of extant rhinocerotids and tapiroids

indicate that these fossils are identifiable as rhinocerotids, based on the morphological characters of

the front hoof, the third toe tip, and the posterior margin. Correlation of widespread volcanic ash

layers distributed in the fossil footprints’localities suggest an age approximately４ to２．３Ma. This

extends the previously known inhabitation range of rhinocerotid in Japan（approximately３．６to２．６

Ma）from the early Pliocene to the early Pleistocene. It is considered that the rhinocerotids of this

age inhabited evergreen conifer and deciduous broadleaved forests , during a change from a

subtropical to a temperate climate, as indicated by research on plant fossils of the Kobiwako and

Osaka Groups.
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図１．産出地点．

図２．古琵琶湖層群の層序と産出地点の層準．

図３．サイ類足印化石の部位の名称． 図４．サイ類足印化石の計測部位．
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図５．産地１（三重県伊賀市市部の木津川右岸）の景観．

層準は，古琵琶湖層群上野層の市部火山灰層のやや

上位であり，現時点で著者らが確認している古琵琶湖

層群の足印化石の中では，最下位の層準である（図２

の産地１）．

印跡層は灰色のシルト層で，小さな材化石片が含ま

れている．

三趾型の足印化石の多くは，凹みの状態で観察され

る．現世の河川による浸食が著しく，上位の砂層が足

印内に埋積した状態のものは，数個確認できる程度で

ある．行跡は確認できない．

産地２：三重県伊賀市平田の服部川河床（北緯３４°４５′

４８″，東経１３６°１２′４７″，図１の２）．

本産地は，伊賀市平田のせせらぎ運動公園の南を流

れる服部川河床である（図６）．

層準は，古琵琶湖層群上野層の鳳凰寺Ⅰ火山灰層

（Kawabe，１９８９）の直上である（図２の産地２）．

印跡層は灰色のシルト層で，服部川足跡化石調査団

（１９９６）の D 層上部に相当する．上位には厚さ約１０

cm の中粒砂層が堆積する．

印跡面は河道に沿って細長く狭い範囲に露出してお

り，タニシやドブガイなどの貝類化石を産する．

三趾型の足印化石は，凹みとして観察される．同層

準にはゾウ類やワニ類の足印化石も多数見られ，三趾

型の足印化石も含めて地層の攪乱が著しく，ここで見

られる足印化石は変形していることが多い．また，現

世の河川による浸食も著しい．行跡は確認できない．

み どろ

産地３：三重県伊賀市真泥の服部川に掛かる真泥橋周

辺の河床（北緯３４°４６′３２″，東経１３６°１１′３３″付近，図

１の３）．

本産地は，真泥橋の上流部（図７a），および下流部

（図７b）の２箇所であり，それぞれ古琵琶湖層群上

野層上部の真泥火山灰層（里口，２０１５）を基準とし

て，その約１０m 下位および約１０m 上位の層準である

（図２の産地３）．

２箇所の印跡層は，ともに植物片を含む灰色のシル

ト層あるいはシルトないし粘土層からなる．三趾型の

足印化石は，多くは凹みの状態で観察される．同層準

図７a．産地３上流部（三重県伊賀市真泥の真泥橋上流部左岸）
の景観．

図７b．産地３下流部（三重県伊賀市真泥の真泥橋下流部左岸）
の景観．図６．産地２（三重県伊賀市平田の服部川左岸）の景観．
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